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 要  旨 
実社会の最適化問題の多数は複数の目的関数および制約条件を持つ制約付き多目的最適化問題
であるが，それらは目的関数間にトレードオフの関係が存在し，一意に最適値を求めるのは困難
である．このような多目的最適化問題を解く有効な手段として，多目的進化型アルゴリズム
(Multi-Objective Evolutionary Algorithm：MOEA) が注目されている．しかし，制約付き多目
的最適化問題を解く場合，一般に実行不可能解（制約違反解）が生成され，それらの扱いを別途
考慮する必要がある．この問題に対し，特別な機構なしで制約付き多目的最適化を解く代表的な
アルゴリズムとして Constrained Tournament Method や Ray Tai Seow’s Method が提案され
ているが，実行不可能解を有効に利用出来ない，あるいは高次元空間を探索しなければならず，
探索能力が低下するといった問題が残る． 
そこで，本研究では実行不可能解を活用する新たな手法（Concurrent-Solution-Search-based 
Multi-Objective Evolutionary Algorithm: CSS-MOEA）を提案し，その有効性を検証することを
目的とする．具体的には，実行不可能解と実行不可能解を目的関数空間上で異なる尺度で並列的
に評価を与え，有用な実行可能解を親として次世代の探索に利用することで効率的な探索を実現
する．さらに，CSS-MOEA の適用範囲を明らかにするとともに，従来手法では対応できない適
用範囲に対応することを目指す． 
CSS-MOEA の有効性を検証するために，制約付き実数値最適化問題の代表的なテスト問題で
ある SRN，CONSTR，OSY，TNK，BNH，CTP1-8，離散問題の多目的 0/1 ナップサック問題
(KP500-2) を用いて従来手法である Constrained Tournament Method および Ray Tai Seow’s 
Method と比較した結果と分析から，以下のことが明らかになった．まず，(1) 不活性制約問題
においては得られたパレート最適解の Hypervolume 値が同等であることから，CSS-MOEA は
従来手法とほぼ同等の解探索能力を有していること，特に不活性制約問題においては，
Constrained Tournament Method と同等の解探索能力が限界であることが分かった．次に，(2) 
活性制約問題においては従来手法と比較して優れた解探索能力を有していること，特に活性制約
においては，CSS-MOEA は従来手法と比較して試行を重ねても解探索能力にばらつきが少なく
安定した解探索能力を有していることを示した．さらに，(3) 制約付き離散問題においても従来
手法と比較して高い解探索能力を有していることを明らかにした．また，(4) 従来手法と比較し
て同等以下の計算量で優れた解探索が可能であることを見出した． 
